
様式１ 
平成２９年１２月８日 

 

平成２９年度徳島大学全学ＦＤ推進プログラム  

「大学教育カンファレンス in 徳島」の開催 

（報道概要） 

１．日時：平成３０年１月５日（金）９：００～１８：００ 

２．会場：徳島大学教養教育４号館等 

３．プログラム（詳細は別紙のとおり）： 

●学長挨拶（9：00～9：15） 

   ●研究発表【午前中】 

   ◇口頭発表 Ａ・Ｂ 6 件（9：15～10：15） 

   ◇ワークショップ 3 件（10：25～11：55） 

Ａ．レゴブロックを用いたイノベーションとシステム思考の入門 

Ｂ．ＭＯＯＣを使って反転授業をやってみよう 

Ｃ．演劇的知とコミュニケーション-自らの教育活動を振り返る-     

   ●研究発表【午後】 

   ◇ポスター発表 16 件（13：00～14：00） 

    ◇口頭発表Ｃ・Ｄ 8 件（14：10～15：30） 

    ●特別講演（15：45～18：00） 

     大学教育の質的転換と教学ＩＲの組織的展開 

講師：山田 剛史先生（京都大学高等教育研究開発推進センター准教授） 

◇自由参加型ディスカッション 

テーマ：講演に対する質問や日常の教育活動を進めるうえで困っていること 

※カンファレンス終了後に情報交換会を行います。 

４．参加方法 

どなたでもご参加いただけます。当日直接会場へお越しいただき、受付をして

ください。ただし、ワークショップＡ・Ｃへ参加ご希望の方は、別紙チラシを

ご覧の上、学務部教育支援課教育企画室 kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 宛にお

申込みください。 

駐車場が限られているため、公共交通機関をご利用の上ご来場くださるようお

願いします。 

５．費用：無料（情報交換会にご出席の方は、会費が 3，000 円となります。） 

６．主催：徳島大学ＦＤ委員会 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク 

徳島大学では、これまでのＦＤ活動の成果を検証し、ＦＤネットワ

ークを充実・発展させる機会となるよう、本学や他の高等教育機関で

行なわれている教育実践の先駆的な取り組みを共有し、大学教育の質

的向上に向けた成果を確認するための教育カンファレンスを下記の

とおり開催します。 



様式１ 
大学教育カンファレンス in 徳島の詳細はこちら 

→ http://www.tokushima-u.ac.jp/cue/fd/ 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

部局名 徳島大学ＦＤ委員会 

責任者 委員長 赤池 雅史 

担当者 徳島大学学務部教育支援課教育企画室 

    大学教育カンファレンス in 徳島 事務局 

上岡 麻衣子 

電話番号 ０８８－６５６－７６８６ 

メールアドレス kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 



平成29年度 全学ＦＤ推進プログラム
主 催　徳島大学FD委員会　四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

参加費
無料

※情報交換会ご出席の方は
会費が3,000円

となります。

講
師

参加方法
どなたでもご参加いただけます。
当日直接会場へお越しいただき、
受付をしてください。

徳島大学学務部教育支援課教育企画室
大学教育カンファレンスin徳島事務局
〒770-8501 徳島市新蔵町2-24 
TEL088-656-7686
E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
http://www.tokushima-u.ac.jp/cue/fd/

参 加 方 法

お問い合わせ

［アクセス］
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●徳島
新聞社

●パークウエストン

●市立体育館

そごう●
バスターミナル

中央公園
城 山

徳島駅

鳴門・神戸方面↑

↓阿南方面

徳島
大学

●徒歩の場合　　　30分
●バス利用の場合　20分
　徳島駅前より徳島市営バス「島田石橋」行、　
　　「商業高校」行他に乗車し、「助任橋」又は
　「徳島大学前」又は「徳島大学南」下車徒歩5分

口頭発表A・B
ワークショップ

A

B

C

※カンファレンス終了後に情報交換会を行います。

9：00～9：15開 会 挨 拶

研 究 発 表
6件／  9：15～10：15

3件／10：25～11：55

8件／14：10～15：30口頭発表C・D
ポスター発表 16件／13：00～14：00

レゴブロックを用いたイノベーションと
システム思考の入門

ＭＯＯＣを使って反転授業をやってみよう

演劇的知とコミュニケーション
－自らの教育活動を振り返る－

主要プログラム 午 前

午 後

平成30年1月5日 ㈮ 9：00～18：00 
（8：30受付開始）

※駐車場が限られているため、
できるだけ公共交通機関をご利用の上、

ご来場お願いします。

P
教養教育４号館

教養教育４号館
2階ホール

■
自由参加型ディスカッション

テーマ 「講演に対する質問や日常の教育活動
            を進めるうえで困っていること」

大学教育カンファレンス in徳島大学教育カンファレンス in徳島
受 付 ： 徳島大学 教養教育4号館 ２階ホール
会 場 ： 徳島大学 教養教育4号館 等
受 付 ： 徳島大学 教養教育4号館 ２階ホール
会 場 ： 徳島大学 教養教育4号館 等

15：45～18：00

特 別 講 演

山田剛史先生 京都大学高等教育研究
開発推進センター・准教授

大学教育の質的転換と
　　教学IRの組織的展開

教学ⅠRとはどのようなものなのか。誰のための何のため
のものなのかといった「問い」を念頭に置きながら、教学
ⅠRの組織的展開の在り方や具体的、効果的な方法などに
ついて検討します。



18：20～20：20　情報交換会  ＜徳島大学生協食堂２Ｆ「Kirara」＞

①ピア・エデュケーションを取り入れた中学生への喫
煙防止教育の効果　

②フィンランド短期留学で看護専門科目を履修した看
護大学生の学び

③東日本大震災被災地支援と連携したPBL型大学院教育
④情報技術の習得を目的としたプログラミング学習用教材の開発
⑤ロケットのロール制御の条件についての考察
⑥徳島大学ソーラーカーオルタネータの走行用モータ

としての特性試験
⑦基礎物理学講義のFCIによる評価⑵
⑧Improving Group Discussion Interaction Scaffolding 

Communication Strategies in Small Group Discussion

平成29年度 徳島大学全学FD推進プログラム
「大学教育カンファレンス in 徳島」プログラム

9：00～9：15　学長挨拶　野地 澄晴　＜教養教育4号館202講義室＞ 

受　　付　＜4号館2階ホール＞ 

＜4号館202講義室＞
司会 ： 川野卓二  

①文理融合の問題解決型授業「総合科学実践プロ
ジェクト」の5年間の取り組みの成果

■レゴブロックを用いたイノベー
ションとシステム思考の入門

■ＭＯＯＣを使って反転授業をや
ってみよう

■演劇的知とコミュニケーション
－自らの教育活動を振り返る－

①BYOD環境によるワークショップ型実習の試み
とその課題

②看護大学生の臨地実習における口腔ケアに関す
る実践内容の経年比較

②ティーチング・ポートフォリオの作成意義と普及に
向けて

③企業見学会を通じたロールモデルの提示とその効果 ③学生が企画する「レポートの書き方講座」の意義

会期：平成30年1月5日（金）　会場：徳島大学教養教育4号館 等

口 頭 発 表 A

ポ ス タ ー 発 表

ワ ー ク ショップ Bワ ー ク ショップ A ワ ー ク ショップ C

口 頭 発 表 B

口 頭 発 表 C 口 頭 発 表 D

①教養教育におけるシチュエーション・ラーニング
(Situated learning)の実践

①界面張力測定装置の設計・製作プロジェクト

②歯科補綴学授業におけるアクティブラーニングの
効果―反転授業とTBLの比較―

②ゲームクリエイトプロジェクトの活動を通じて得ら
れたこと

③学生から見たアクティブラーニングの実施状況と
満足度および自学自修時間との関係

③AL型大学院講義での発問「宇宙での生活に本物
の自然体験は必要か？」の学習効果について

9：15

10：15

10：25

11：55

特 別 講 演

自由参加型ディスカッション

（テーマ：講演に対する質問や日常の教育活動を進めるうえで困っていること）

演題： 大学教育の質的転換と教学IRの組織的展開
講師： 山田 剛史先生 （京都大学高等教育研究開発推進センター 准教授）

13：00

14：00

14：10

15：30

15：45

18：00

⑨高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学
型学習プログラム」実施報告（第8報）

⑩学部生と大学院生のティーチングアシスタントチー
ムによる高大院連携化学実験出張講義

⑪Thinking About Global Education at Japanese Universities
（日本の大学におけるグローバル化教育の授業について考える）

⑫スクラップブック作成による学習の有効性
⑬キャリア形成支援における学生の成長度測定に関する一考察
⑭簡易版アカデミック・ポートフォリオを活用した作成

ワークショップの実践
⑮正課科目におけるルーブリックを用いたコンピテンシー自己評価
⑯阿南高専におけるLMS活用状況と展望

④SIH道場におけるラーニングスキル取得傾向につ
いて－学生アンケートにもとづく縦断的調査研究－

④持続可能な社会に関する国際大学間連携教育

司会 ： 赤池雅史



レゴブロックを用いたイノベーションと
システム思考の入門

～ワークショップご参加について～

日 時：2018年1月5日（金） 10時25分～11時55分
場 所：徳島大学教養教育4号館202講義室
対 象：どなたでもご参加いただけます
人 数：30名（先着順）
参加費：無料
申込先：徳島大学学務部教育支援課教育企画室

電 話：088-656-7686 (内線)81-7115
E-mail ：kykikakuk@tokushima-u.ac.jp
メールに氏名・ご所属・ご連絡先をご記入の上申し込みください
＊当日参加も受け付けます

担当者 北岡 和義 （徳島大学教養教育院）

2017（平成29）年度徳島大学全学ＦＤ推進プログラム
「大学教育カンファレンス in 徳島」 ワークショッププログラム

イノベーションの創出と、それに必要不可欠な
「システム」という考え方について、レゴブロック
を用いて体験的に理解するためのワークショッ
プを開催します。
誰もが気軽に参加できるワークショップですの
で多くの方のご参加をお待ちしております！

～ワークショップに関するお問い合わせについて～

○担当の北岡に直接お問い合わせください
電 話：088-656-7283 (内線)7109
E-mail：kitaoka@tokushima-u.ac.jp

ワークショップA



主催 徳島大学 ＦＤ委員会 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

平成 29 年度 徳島大学全学ＦＤ推進プログラム 

「大学教育カンファレンス in 徳島」 

ワークショップのご案内 

演劇的知とコミュニケーション 

－自らの教育活動を振り返る－ 

日 時：2018年1 月5 日（金）10:25～11:55 
会 場：徳島大学教養教育５号館 ２階会議室 

担当者：仙石桂子（四国学院大学） Gehrtz三隅友子（徳島大学国際センター） 

＜ワークショップの内容に関するお問い合わせ＞ 

担当者の三隅までご連絡ください。電話：088-656-7120 内線 7120 
e-mail:misumi@ tokushima-u.ac.jp

＜ワークショップ申し込み方法＞ 

対 象 者：教育に関心のある教員、職員、学生、そして一般の方

人   数：15 名（先着順です） 
参 加 費：無料

申込締切：12 月 28 日（木曜日）正午まで

申 込 先：徳島大学学務部教育支援課教育企画室

電話 088-656-7686（内線）7115  e-mail: kykikakuk@tokushima-u.ac.jp 
メールに、氏名・年齢・ご所属・ご連絡先をお書きの上お申込みください。

わたしたちがもともと持っている創造性や表現力を引き出す！ 

＜ふつうにやる・適当にがんばる・ありのままをやる・あたりまえのことをやる 

・勝ち負けにかかわらないでやる・だれもが見守る・賢さとは違うレベルでやる＞ 

自由に動ける楽な服装でどうぞご参加ください！ 

演劇的知 

を使って！ 

ワークショップC
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